
公立諏訪東京理科大（茅野市）の山口武彦准教授の研究室が、仮想現実技術

を活用して、認知症の前段階となる軽度認知障害を検知するシステムの開発を

進めています。日常生活のどんな動作から軽度認知障害を発見し、何に役立て

るのか、記事を読んでみましょう。

①次の英語の略称は、日本語で何といいますか。

ＶＲ― ＭＣＩ―

②同大が開発するシステムは、軽度認知障害を検知するために、日常生活のどん

な場面に着目していますか。

③システムには、日本版と米国版があります。日本版は、具体的にどんな作業な

どを想定していますか。

④「マイクロエラー」について述べた文として適切なものを、次のア～ウから一

つ選び○を付けましょう。

ア 指先を使う細かな作業のことをマイクロエラーと呼んでいる。

イ マイクロエラーの検出回数は、健常な高齢者に比べて、ＭＣＩの診断を

受けた高齢者の方が多い。

ウ ＭＣＩの診断をうけた高齢者は、健常な高齢者のおよそ20倍のマイクロ

エラーが検出された。

⑤システムが普及することで、どんな効果が期待できるでしょうか。高齢者と、

社会全体の二つの視点から説明しましょう。

高齢者の視点―

社会全体の視点―

認知症の前段階 ＶＲで検知へ

年 組 番 名前

【 信 濃 毎 日 新 聞 高 校 学 習 シ ー ト 第 318回 （ 3） 】 （ 地 理 歴 史 、 公 民 向 け ）



別 紙認知症の前段階 ＶＲで検知へ
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公立諏訪東京理科大（茅野市）の山口武彦准教授の研究室が、仮想現実技術

を活用して、認知症の前段階となる軽度認知障害を検知するシステムの開発を

進めています。日常生活のどんな動作から軽度認知障害を発見し、何に役立て

るのか、記事を読んでみましょう。

①次の英語の略称は、日本語で何といいますか。

ＶＲ― 仮想現実 ＭＣＩ― 軽度認知障害

②同大が開発するシステムは、軽度認知障害を検知するために、日常生活のどん

な場面に着目していますか。

【解答】 料理での動作が正常に行われているか

③システムには、日本版と米国版があります。日本版は、具体的にどんな作業な

どを想定していますか。

【解答】 みそ汁の器への移し替えや、煮物から特定の具材を取り出す作業など

④「マイクロエラー」について述べた文として適切なものを、次のア～ウから一

つ選び○を付けましょう。

ア 指先を使う細かな作業のことをマイクロエラーと呼んでいる。

イ マイクロエラーの検出回数は、健常な高齢者に比べて、ＭＣＩの診断を

受けた高齢者の方が多い。

ウ ＭＣＩの診断をうけた高齢者は、健常な高齢者のおよそ20倍のマイクロ

エラーが検出された。

⑤システムが普及することで、どんな効果が期待できるでしょうか。高齢者と、

社会全体の二つの視点から説明しましょう。

高齢者の視点― 認知症が本格的に進行する前に、予防や症状改善ができる

社会全体の視点― 医療全体にかかる負担を軽減できる

認知症の前段階 ＶＲで検知へ

年 組 番 名前

【 信 濃 毎 日 新 聞 高 校 学 習 シ ー ト 第 318回 （ 3） 】 （ 地 理 歴 史 、 公 民 向 け ）

解答例


